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01. LIXIL について
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LIXIL
世界 150 カ国以上で約  53,000 人の

従業員を擁するグローバル企業。

毎日 10 億人以上の人びとが  LIXIL の
製品を利用しています

https://www.lixil.com/jp/about/about.html

https://www.lixil.com/jp/about/about.html
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● 2011 年に国内の主要な建材・設備機器

メーカー、トステム、 INAX、新日軽、サンウ

エーブ工業、東洋エクステリアの 5 社が統

合して誕生

● GROHE  や American Standard といった

世界的ブランドを統合し、グローバルに事

業を展開

● 日本のものづくりの伝統を礎に、世界を

リードする技術やイノベーションで、日々の

暮らしの課題を解決する高品質な製品を

提供している

LIXIL について

世界 150 ヵ国
以上で

事業を展開

毎日 10 億
人

以上の生活を
支える

100 年以上の

ブランドの歴史

LIXIL の Purpose（存在意義）を

追求し、先進的な水まわり製品と

建材製品を開発・提供
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LIXIL の事業 https://www.lixil.com/jp/business/

https://www.lixil.com/jp/business/
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LIXIL のクラウドシフト

1. データベース運用の効率化

レガシーなデータベース運用を刷新し、Google Cloud のマネージドサービ

スを積極的に導入しています。迅速かつ正確なバックアップ・リストア、クラウ

ドネイティブな監視を実現し、モダンで効率的な DB運用へと転換を図ってい

ます。

2. 基幹システムの戦略的クラウド移行

重要かつ規模の大きい提案見積・生産管理システムについてもクラウドシフ

トを進めています。複雑な既存システムをクラウドネイティブなアーキテク

チャへと移行する高難易度のマイグレーションです。この実績を通じたノウハ

ウは、全社的なクラウドシフトの横展開において重要な礎となります。

Google Cloud を活用して多くの事業を推進してきました。そして新たなフェーズとして次の戦略に注力します
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02. Oracle Database の移行
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移行の背景

● 老朽化

○ 仮想基盤

○ サーバ OS

● クラウドシフト戦略

○ OSS 系の推進

○ 費用・運用の削減

○ Google Cloud との親和性

スケジュール

● 方針出し：2021.1

● 体制発足：2023.10

● DMS検証：2024.1

● 移行開始：2024.4

● 移行完了：2025.8（予定）

移行したシステム

● 74システム（サーバ：222）

● Version
○ Oracle Database 8i
○ Oracle Database 9i
○ Oracle Database 10g
○ Oracle Database 11g

プロジェクトについて

約2年
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DBサービスの評価

Cloud SQLやAlloyDBでは...

運用負荷の軽減

● バックアップ、リストア、モニタリングといった運用の工数を大幅に削減できる

● DataStream を用いることで、リアルタイムでデータ分析基盤と連携ができる

可用性の向上

● オンプレミス環境と比較して、マルチゾーンやマルチリージョン構成を容易に採用できる

● Fault Injection を実行させ、復元するまでのプロセスをシミュレート可能

コスト構造の最適化

● 適切なデータベースの採用によりライセンス費用の削減
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1. 各システムに対してドキュメントを公開

○ 移行手順

○ DB サービスの選定基準

○ DB サービスのガイドライン

○ よくある問合せ

2. 先行チームから後続にTipsを共有

○ Data Validation Tool の検証結果

○ Cloud SQL のデータフラグの利用例

○ 組み込み関数の修正例

3. Googleに移行課題を相談

○ DB エキスパートが複数名参加

○ ガイドラインに記載する内容について相談

○ DB サービスのアップデートを LIXIL に共有

プロジェクトの推進
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主なドキュメント

移行ツールの利用手順

● Database Migration Service
● Ora2Pg
● Data Validation Tool

Database Migration Service（DMS）

● データ移行サービス

○ MySQL・PostgreSQL・SQL Server 同士
○ Oracle → PostgreSQL
○ SQL Server → PostgreSQL  …New!!

● 注意点
○ Oracle 11g 以降がサポート対象
○ LIXIL ではそれ以前の Ver は Ora2Pg を利用
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主なドキュメント

DB ガイドライン

● 選定基準や構築方法などを記載。

● LIXIL における推奨 / 非推奨の設定や監視メ

トリクスについても言及。

DB ガイドラインの勘所

● 推奨・非推奨・禁止事項を明言し、構築のハードル

を下げる。

● 監視に言及する。移行後に監視レベルが下がって

しまうケースがよくあるが品質は下げない。

● Query Insights・リードレプリカなど慣れない機能

は操作方法まで記載する。
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問合せの例

Q PostgreSQL に移行したがパフォーマンスが悪い

A 前方一致の  LIKE を使用したクエリ・ロケール「 ja_JP.utf8」であれば  INDEX が機能していない。

Index に演算子クラス（bpchar_pattern_ops など）を適用してみる。もしくは、 C ロケールを設定す

る。

Q Ora2Pg で生成される  DDL が正しくない

A デフォルト設定は  NUMBER→bigint。DEFAULT_NUMERIC の項目を変更してください。

Q \COPY による  SJIS→UTF8 への変換でエラーになる

A 対応していない特殊文字の可能性がある。 PowerShell の Get-Content・Encoding オプションによ

る変換事例あり。
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苦労した点

● レガシーな  Oracle Version の移行には  Ora2Pg など代替ソリューションが必要であり、追加検

証が発生した。

● クエリの変換などアプリ側の対応工数を減らすため、 DMS のコンバージョン機能や社内の AI 
チームから提供された変換ツールを利用した。

● 可用性・セキュリティ・監視などマイグレーション後の品質を下げないように対策が必要であっ

た。DR 戦略や Cloud Monitoring（主に Metrics）について見直しを行った。
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成功要因

1. 技術ドキュメント・Tipsを共有

○ 手順書・ガイドラインにより移行や構築のハードルを限りなく下げた

○ 移行方法では  DMS・Ora2Pg により広範囲の  Oracle 移行に対応した

○ 問合せの体制を整え、Google のサポートもありながら開発チームの課題を解決した

2. Google Cloud の移行ツールを採用

○ 有料の移行ツールでは規模が大きい今回のケースでは採用が難しく、地道な移行方法で

はスキルセットや工数的に展開が困難であった。

○ 一方、DMS はドキュメントが豊富  & 無償であり、結果として社内で共通の方法で移行を遂

行できた

副次的にガイドラインによってBackup・セ
キュリティなど DB 周りのガバナンスを強

化に繋がった

DMS が SQL Server → PostgreSQL にも

対応したため、今後の計画にも応用
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03. MS SQL Server の移行
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● 概要

LIXIL の複数商材の見積システム

● 利用ユーザー

ショールーム・営業、社外パートナー

● データボリューム（production）
合計 989 テーブル

データ総量 7TB

● リクエスト数

約 200～400 万 / 日

LIXIL 提案見積システムについて
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● 老朽化

○ DB 起因の原因不明の障害が複数件発生

■ ユーザーが見積できない多大な被害を発生させてしまった

○ バージョンが古く、新技術に遅れを取る

■ 抜本的なパフォーマンス改善などユーザーに価値提供が難しい

● リソース変更

○ On-premises ではリソース変更に要する期間が長い（申請・調整など）

■ 利用展開や障害復旧後の処理増加に対応した柔軟で安定した運用が難しい

● サービス時間

○ 365 日サービス稼働により移行に伴うサービス停止時間が限定される

移行前の課題について
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移行アーキテクチャ
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工夫した点・苦労した点

● 検討当時、SQLServer → PostgreSQL への DMS が未対応

○ 様々な SaaS を模索したがコストなどで断念

○ Embulk を業務利用していたため、採用

● 並列度を上げてデータ移行時間を短くする方法を検討

○ Workflows、Batch で並列実行させる仕組みを構築

○ 7TB のデータ 約 1 日半で移行できるまで短縮

○ 毎日作成される 1 日分の同期データは 1 時間程度

● DBMS 違いによるクエリのパフォーマンスチューニング

○ ユースケースごとの自動テストシナリオを用意し、ベンチマークを取得

○ 影響が大きいシナリオで実行されるクエリを特定

○ 実行プランを確認しつつ、AI 活用でクエリ修正
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工夫した点・苦労した点

● 本番切り替え時のサービス停止を極力少なく

○ ある時点でのデータを一括移行（約 1 日半）

○ 日次で差分データを移行（約 1 時間 / 日）

○ 本番切り替え時は当日差分データのみ移行（約 1 時間）

一括移行 事前移行期間

（日次で差分移行）

移行当日

（当日に差分移行）

・・・・・
日次同期
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● DB インフラコスト -43% 削減

● システム分析用ダッシュボードによる可視化で利用状況把握が容易

○ 利用増加を検知し、柔軟なリソース変更が可能

● Query Insights のクエリのリアルタイム分析により、リリース後にも迅速に

パフォーマンス改善が可能

● リードプールインスタンスによるリアルタイムデータ利用

○ リードプール参照の  embulk を活用した柔軟なデータ移行基盤を構築

● 性能評価や負荷テストのデータ準備が容易

○ 本番バックアップからリストアして、実施後はすぐに廃棄することで短期間に

コストを抑えながら本番相当のデータでテストが可能

移行によるメリット



Proprietary

025Google Cloud Next Tokyo 

04. IBM Db2 の移行
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● 概要

LIXIL の生産工場で利用される生産管理システム

● 利用拠点数、ユーザ数

約 30 拠点、5,400 人が利用

● データボリューム

約 500 テーブル、約 4TB のデータサイズ

● トランザクション数

1 日平均 2,000,000 アクセス

LIXIL 生産管理システムについて

LIXIL のものづくりを支えるクリティカルなシステムで安定した  DB サービス提供が必須
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● サーバの老朽化(システム導入から 15 年以上経過)
○ DB 障害が定期発生

○ OS 制約等、最新ツールが採用できない

⇒DB サーバを AlloyDB、App サーバを CloudRun に刷新

● IBM Db2 有識者の減少

○ 社内に IBM Db2 利用者が少ない

⇒社内で採用事例がある  PostgreSQL ベースに

移行前の課題・移行方法

オンプレ環境 Google Cloud
DB アプリ

AlloyDB Cloud Run
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アプリ開発チー

ム

体制

インフラチー

ム

生産業務

部門

Google

Google PSO
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● トランザクションスコープ変化

エラーハンドリングロジックの改修 (約 300 箇所)

● 数値の丸め誤差

主要データの新旧コンペア検証

● ロック・分離レベル

システム処理の挙動の差異を事前検証

苦労した点・工夫した点

事前検証で検出してリソース調達したことで納期通りリリース
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● 限られた時間での移行

○ データを早く抜き、早く入れることに注力

■ PSO の支援

IBM Db2 ⇒ PostgreSQL への移行ツール提案

移行方法の妥当性確認

■ 業務調整

データサイズが大きなマスタを事前移行

■ 多重で Export - Import
多重度をあげることによる DB リソースへの影響確認

苦労した点・工夫した点 (データ移行 )
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● インフラコスト -53% 削減

● DB バックアップをとるためのサービス停止時間が  0
オンラインバックアップが可能になり、

サービス停止なしでデータの静止断面が取得できるようになりました

● DB バックアップからの復元が容易

性能検証用のテスト断面を一度作成して再利用することで、データの準備が不要になり、効率が大幅に向上

● レプリケーション速度が早い

処理量が多く、負荷が高いタイミングでも数十分以上のラグなく同期

● BigQuery へのデータ連携が容易

ツールの選択肢 増加(DataStream を利用)

移行によるメリット
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まとめ

● LIXIL はクラウドシフト戦略の中で、Oracle を Google Cloud（Cloud SQL・AlloyDB）へ大

規模に移行しました。この移行では、Database Migration Service を活用した共通の手順

が、スムーズな展開の鍵となりました。

● さらに、SQL Server や Db2 といった他のデータベースシステムについても Google Cloud 
への移行を成功させています。特に、データ移行時間の短縮に工夫を凝らすことで、重要

なシステムにおいてもユーザーへの影響を最小限に抑えることができました。

● 今回の Google Cloud への移行により、LIXIL はコスト面と運用面の両方で大きな

メリットを享受しています。


